
　森林や緑への理解を深めるため、令和10年春に高知県で「第78回全国植樹祭」が開催されます。この度、県内外から
多数のご応募をいただいた中から、大会を象徴する大会テーマとシンボルマークが決定しましたのでお知らせします。
　豊かな森づくりから生まれる恵みが、川を通じて黒潮の海へと広がり、未来へ受け継がれていく。そんな大会への想い
が表現された高知県らしいものとなりました。
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問い合わせ 県庁 林業環境政策課 全国植樹祭推進室 TEL：088-821-4587
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四季を彩る山野草や歴史ある町並
みが魅力の佐川町で、「町歩きガイ
ド」を中心に、さまざまな活動に励む
佐川高等学校の生徒たち。みんなの
「ジモト自慢」を聞いてみました。
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佐川高等学校 地域マネジメント部のジモト自慢
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出典：法務省「在留外国人統計」

（公財）高知県国際交流協会HP
〈ボランティア募集ページ〉

高知県外国人生活相談センターHP
〈サポーター募集ページ〉

ボランティアに参加してみませんか？
　（公財）高知県国際交流協会や外国人などの生活相談窓口の高知県外国人生活相談センター
（ココフォーレ）では、イベントや通訳などの支援をしてくれるボランティアなどを募集しています。

イベントに参加してみよう！
　（公財）高知県国際交流協会などで、多文化共生や異文化理解に関するイベ
ントや講座を開催しています。興味があるイベントにぜひ参加してみてください。
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　「高知家・多文化共生推進プラン」では、人口減少などによる人手不足の解消や地域の
活性化に向け、外国人材の受け入れを進めるとともに、日本語学習支援や生活ルールの周
知など、地域の一員としてともに暮らせる「多文化共生社会」の実現を目指します。
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外国人材の受入促進
● 送り出し国の確保
● 受入体制の整備　など
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外国人県民の生活支援
● 住環境や医療のサービスなど
　生活に関する支援
● 教育や子育ての支援　など
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コミュニケーション支援
● 地域で日本語を学べる地域
　日本語教室の開設や運営支援
● 多言語表記、やさしい日本語の
　普及啓発　など
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　在留外国人のうち、約半数は就労を目的とし、
農業や製造業、また建設業や医療・福祉分野な
どで働いて、本県の産業を支えてくれています。

外国人県民は、本県のくらしを
支えてくれている地域の一員

　令和7年に実施した県民世論調査で、外国人
県民が身近に増えることについての意見などを
調査しました。
　人手不足の解消に繋がると思うといった肯定
的な回答の次に、言葉や文化の違いによるトラ
ブルなどを心配する回答が多く、両方の思いが
あることが分かりました。

一方で、県民の不安な声も…

在留外国人数は、
令和7年12月末時点で7,355人。
県人口の約1％です。
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5,341人
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（2023）
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6,848人

令和7年12月
（2025）

7,355人 　ベトナム
1,581人

　インドネシア
1,408人

　フィリピン
1,006人
　中国
990人

　ミャンマー
469人

（上位6か国）

意識の醸成と
地域活性化の推進
● 11月多文化共生月間での
　広報強化
● 交流の場の充実　など

柱
Ⅳ

　韓国
415人


